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　絶翅目（ジュズヒゲムシ目 Zoraptera）は主に熱帯・
亜熱帯地方に分布する新翅類昆虫の一目である。本目
はこれまで数多くの比較形態、分子系統に関する解析
が行われてきたが、多新翅類・準新翅類・完全変態類
にまたがった 10 数もの姉妹群候補が挙げられており、
その系統学的理解はまったくコンセンサスが得られて
いない（Hennig, 1969; Boudreaux, 1979; Terry and 
Whiting, 2005; Yoshizawa, 2007）。近年、詳細な形態学
的研究が増えつつあるものの（Beutel and Weide, 2005; 
Friedrich and Beutel, 2008; Dallai et al., 2011, 2012）、発生
学的知見は未だ皆無である。そこで我々は絶翅目のグ
ラウンドプラン構築、さらには新翅類のグラウンドプ
ランおよび高次系統の再構築を目指して、絶翅目の発
生学的研究を開始した。今回は発生学的研究の一環と
して、マレーシア産のコーデルジュズヒゲムシ 
Zorotypus caudelli Karny および Zorotypus 属の未記載種 
2 種（Zorotypus sp. 1、sp. 2） の卵構造に関して報告す
る。

　Z. caudelli の卵構造はすでに Mashimo et al. (2011) が
報告している。すなわち、卵は長径約 0.6 mm、短径
約 0.3 mmの回転楕円体である（Fig. 1A, B）。卵表面に
は卵殻が隆起してハニカム構造を形成し、各ハニカム
構造には無数の気孔が開口している（Fig. 2）。側背方
には目立つ突起の縁取りがある。背側の赤道付近には
一対の小さな円形域があり、その内側には直径約 2 
µm の卵門が 1つ存在する。卵前後極には目立った特
徴はみられない。卵膜は明瞭な外卵殻、内卵殻および
卵黄膜からなり、外卵殻は内卵殻と柱状構造によって
接続する（Fig. 3）。外卵殻の表面に開いた気孔は、枝
分かれしながら外卵殻を貫通し、外卵殻と内卵殻の間
のスペースに至る。卵門管は斜めに伸びて卵殻を貫通
する。卵門管周辺では外卵殻と内卵殻は融合してお
り、内側の開口部では内卵殻がフラップを形成する。
　Zorotypus sp. 1 の卵は、長径約 0.6 mm、短径約 0.3 
mmの回転楕円体である。卵表面には、Z. caudelli と
同様にハニカム構造がみられるが、背腹で彫刻が異

なっている（Fig. 4A, B）。また、Z. caudelliと同様に、
突起縁が発達しており、一対の卵門が背側の赤道付近
に位置している。卵膜は、Z. caudelli と異なり、外卵
殻と内卵殻の境界は不明瞭である。Zorotypus sp. 2 の
卵は、長径約 0.8 mm、短径約 0.4 mmである。卵表面
には Z. caudelli と酷似したハニカム構造がみられ、一
対の卵門が背側の赤道付近に位置している。突起縁
は、Z. caudelli と異なり、あまり発達しない。

　今回の観察で確認された卵表のハニカム構造と背側
赤道付近に並ぶ一対の卵門は、他の 5 種に関する先行
研究でも報告されているものであり、絶翅目卵の基本
構造と考えられる。絶翅目卵で確認された特徴のう
ち、最も特筆すべきは卵門の数である。近年、
Eukinolabia（＝シロアリモドキ目 ＋ ナナフシ目）の
最原始系統群とされるチビナナフシ類の卵が、一対の
卵門をもつことが明らかとなった（Jintsu et al., 2010）。
これと絶翅目の卵門の数との一致は非常に興味深い。
絶翅目、シロアリモドキ目、ナナフシ目の 3 群の近縁
性は、翅基部構造（Yoshizawa, 2007）、精子微細構造
（Dallai et al., 2011）に基づく比較形態からも支持され
ている。
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Figs. 1–4   SEMs of egg structures of Zorotypus species.
Fig. 1 An egg of Zorotypus caudelli, SEM (Mashimo et al., 2011). Arrowheads and arrows show a pair of small polygons with micropyles and a fringe, 

respectively. A. Dorsal view, anterior to the top. B. Lateral view, dorsal to the left.
Fig. 2 Enlargement of egg surface of Zorotypus caudelli, dorsal view, SEM.
Fig. 3 Profile of egg membranes of Zorotypus caudelli, SEM.
Fig. 4 Enlargement of egg surface of Zorotypus sp.1, SEM. A. Polygons in the dorsal surface of the egg. B. Polygons in the ventral surface of the egg.
Ap: aeropyle, CS: columnar structure, Ench: endochorion, Exch: exochorion. Scales = 1: 100 µm; 2, 3, 4: 10 µm. 


